
(57)【要約】

【課題】エアフィルタのメンテナンスの手間を低減する

自動清掃装置としてブラシおよび吸引ノズルによる吸引

方式を用いる場合、ブラシがフィルタ枠を通過する際乗

り上げ抵抗が発生し吸引ノズルを駆動する左右電気モー

タの信頼性が低下するという課題があった。

【解決手段】エアフィルタの桟を斜め１ａに配置するこ

とにより、ブラシ１５とフィルタ枠の桟１ａの乗り上げ

抵抗を一定に保ち、左右駆動用電気モータ１６の信頼性

の向上を可能とした。

【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
熱 交 換 器 を 通 過 す る 空 気 の 塵 埃 を 除 去 す る エ ア フ ィ ル タ と 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ に 沿 っ て 駆
動 可 能 な 吸 引 ノ ズ ル と 、 前 記 吸 引 ノ ズ ル に 連 結 さ れ た 吸 引 装 置 と 、 前 記 吸 引 ノ ズ ル は 、 ノ
ズ ル に 設 け た 開 口 部 と 、 前 記 開 口 部 を 覆 い つ つ 前 記 開 口 部 に 沿 っ て 駆 動 可 能 な ベ ル ト を 具
備 し 、 前 記 ベ ル ト に は 吸 引 部 と な る 吸 引 孔 が 設 け ら れ 、 前 記 ベ ル ト の 横 に ベ ル ト に 沿 っ て
ブ ラ シ を 配 置 し 、 前 記 ベ ル ト を 駆 動 す る こ と で 吸 引 す る 場 所 を 可 変 す る 空 気 調 和 機 の フ ィ
ル タ 装 置 に お い て 、 エ ア フ ィ ル タ を 構 成 す る 桟 を 斜 め に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 空 気 調
和 機 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
エ ア フ ィ ル タ を 構 成 す る 縦 桟 の 太 さ を 細 く し 、 本 数 を 増 や し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 空 気 調 和 機 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
エ ア フ ィ ル タ を 構 成 す る 桟 を 蜂 の 巣 構 造 （ ハ ニ カ ム ） と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 空 気 調 和 機 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
エ ア フ ィ ル タ を 構 成 す る 桟 の 断 面 を 曲 面 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 調 和
機 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
エ ア フ ィ ル タ を 構 成 す る 桟 お よ び フ ィ ル タ の 材 質 を 金 属 製 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 空 気 調 和 機 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 フ ィ ル タ の 清 掃 を 自 動 的 に 行 う よ う に し た 空 気 調 和 機 の フ ィ ル タ 装 置 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 空 気 調 和 機 の フ ィ ル タ 装 置 は 、 複 雑 に 折 れ 曲 が っ た フ ィ ル タ 上 の ご み を 自 動 的 に
清 掃 す る も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 構 成 は 、 本 体 の 前 面 上 部 お よ び 上 面 に 設 け ら れ た 吸 込 み 口 と 、
前 面 下 部 に 設 け ら れ た 吹 出 し 口 と を 結 ぶ 空 気 通 路 に 、 フ ィ ル タ と 、 熱 交 換 器 と 、 送 風 フ ァ
ン と を 夫 々 設 け る と 共 に 、 フ ィ ル タ 上 の ご み を 除 去 す る ご み 除 去 手 段 と 、 ご み 除 去 手 段 に
よ り 除 去 さ れ た ご み を 収 納 す る ご み 収 納 部 と か ら な る フ ィ ル タ 清 掃 装 置 を 設 け て 、 ご み 除
去 手 段 を 、 フ ィ ル タ 上 を 移 動 自 在 に 形 成 さ れ た ご み 吸 引 部 と 、 本 体 の 側 面 空 間 内 に 配 置 さ
れ た 吸 引 フ ァ ン 部 と 、 ご み 吸 引 部 と 吸 引 フ ァ ン 部 と を 連 結 す る 吸 引 ダ ク ト 部 と で 構 成 さ れ
て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ０ ３ ９ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 で は ご み 収 納 部 を 電 気 モ ー タ に よ り 左 右 に 駆 動 す る 際 、 ご
み 収 納 部 に 付 け ら れ た ブ ラ シ と フ ィ ル タ が お 互 い に こ す ら れ て お り 、 比 較 的 強 度 の 弱 い フ
ィ ル タ 部 分 を ブ ラ シ が こ す る 際 の 抵 抗 と 比 較 的 強 度 の 強 い 桟 部 分 を ブ ラ シ が こ す る 際 の 抵
抗 で は 差 異 が 発 生 す る 。 こ れ に よ り 、 ご み 収 納 部 を 左 右 に 駆 動 す る 電 気 モ ー タ の 負 荷 が 桟
を 乗 り 上 げ る た び に 変 動 し 、 電 気 モ ー タ の 信 頼 性 が 低 下 す る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 す る 塵 埃 を 吸 引 ノ
ズ ル に よ る 吸 引 お よ び ブ ラ シ に よ っ て 自 動 清 掃 す る 機 能 を 有 す る 空 気 調 和 機 に お い て 、 フ
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ィ ル タ 枠 を 斜 め に 配 置 す る こ と に よ り ブ ラ シ と フ ィ ル タ 枠 の 抵 抗 を 減 少 さ せ る こ と が で き
、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 と な る 空 気 調 和 機 の フ ィ ル タ 装 置 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 本 発 明 は 、 熱 交 換 器 を 通 過 す る 空 気 の 塵 埃 を 除 去 す る エ ア フ ィ
ル タ と 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ に 沿 っ て 移 動 可 能 な 吸 引 ノ ズ ル と 、 吸 引 ノ ズ ル に 取 り 付 け ら れ
た ブ ラ シ と 、 前 記 吸 引 ノ ズ ル に 連 結 さ れ た 吸 引 装 置 に よ り 構 成 さ れ る 吸 引 方 式 に よ る フ ィ
ル タ 自 動 清 掃 機 能 を 有 す る 空 気 調 和 機 に お い て 、 エ ア フ ィ ル タ を 構 成 し て い る 樹 脂 製 の 縦
桟 と 横 桟 は ９ ０ 度 の 角 度 を も っ て 交 差 し て い る た め 、 前 記 移 動 可 能 な 吸 引 ノ ズ ル に 取 り 付
け ら れ た ブ ラ シ が 左 右 移 動 中 に 縦 桟 を 乗 り 上 げ る 際 エ ア フ ィ ル タ 部 よ り も 桟 部 の 方 が 抵 抗
が 増 え 、 左 右 駆 動 用 電 気 モ ー タ の 信 頼 性 が 低 下 す る 。 そ こ で 、 フ ィ ル タ を 構 成 し て い る 縦
桟 と 横 桟 を 斜 め に 配 置 す る こ と で 、 吸 引 ノ ズ ル を 左 右 に 駆 動 す る 際 吸 引 ノ ズ ル に 取 り 付 け
ら れ た ブ ラ シ と 桟 の 抵 抗 を 一 定 に 保 つ こ と が で き 、 左 右 駆 動 用 電 気 モ ー タ の 信 頼 性 を 向 上
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 フ ィ ル タ の 縦 桟 の 強 度 を 保 っ た ま ま 縦 桟 の 太 さ を 細 く し 、 本 数 を 増 や す こ と
で も 同 様 に 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ の 負 荷 を 減 少 さ せ 、 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 で あ る 。
ま た 、 前 記 フ ィ ル タ の 桟 を 蜂 の 巣 （ ハ ニ カ ム ） 構 造 に す る こ と で も 、 吸 引 ノ ズ ル を 左 右 に
駆 動 す る 際 吸 引 ノ ズ ル に 取 り 付 け ら れ た ブ ラ シ と 桟 の 抵 抗 を 一 定 に 保 つ こ と が で き 、 左 右
駆 動 用 電 気 モ ー タ の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 フ ィ ル タ の 縦 桟 の 断 面 を 曲 面 と す る 構 造 に す る こ と で も 、 吸 引 ノ ズ ル を 左 右
に 駆 動 す る 際 吸 引 ノ ズ ル に 取 り 付 け ら れ た ブ ラ シ が 曲 面 に 加 工 さ れ た 桟 に 乗 り 上 げ る 際 の
抵 抗 を 低 下 さ せ る こ と が で き 、 左 右 駆 動 用 電 気 モ ー タ の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 フ ィ ル タ の 材 質 を 金 属 製 に す る こ と で フ ィ ル タ 部 の 強 度 を 向 上 す る こ と が で
き 、 吸 引 ノ ズ ル に 取 り つ け ら れ た ブ ラ シ が フ ィ ル タ 部 か ら 桟 部 に 乗 り 上 げ る 際 の 段 差 を 少
な く す る こ と が で き 、 前 記 ブ ラ シ と フ ィ ル タ の 抵 抗 の 変 動 を 減 少 し 、 左 右 駆 動 用 電 気 モ ー
タ の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 で は 、 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 す る 塵 埃 を 吸 引 ノ ズ ル に よ る 吸 引 お よ び ブ ラ シ に よ
っ て 自 動 清 掃 す る 機 能 を 有 す る 空 気 調 和 機 に お い て 、 フ ィ ル タ 枠 の 桟 を 斜 め に 配 置 す る こ
と に よ り ブ ラ シ と フ ィ ル タ 枠 の 抵 抗 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ の 信 頼
性 を 向 上 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 本 発 明 で は 、 フ ィ ル タ 枠 の 縦 桟 の 太 さ を 細 く し 本 数 を 増 や す こ と に よ り ブ ラ シ と
フ ィ ル タ 枠 の 抵 抗 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 本 発 明 で は 、 フ ィ ル タ 枠 の 桟 を 蜂 の 巣 形 状 （ ハ ニ カ ム 形 状 ） に す る こ と で ブ ラ シ
と フ ィ ル タ 枠 の 抵 抗 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ の 信 頼 性 を 向 上 す る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 本 発 明 で は 、 フ ィ ル タ 枠 の 桟 の 断 面 形 状 を 曲 面 に す る こ と で ブ ラ シ と フ ィ ル タ 枠
の 抵 抗 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-112699 A 2006.4.27



　 さ ら に 本 発 明 で は 、 フ ィ ル タ 枠 お よ び フ ィ ル タ 網 の 材 質 を 金 属 製 と す る こ と で フ ィ ル タ
網 の た わ み 量 を 減 少 さ せ ブ ラ シ と フ ィ ル タ 枠 の 抵 抗 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 左 右 駆 動 電
気 モ ー タ の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 熱 交 換 器 を 通 過 す る 空 気 の 塵 埃 を 除 去 す る エ ア フ ィ ル タ と 、 前 記 エ ア フ
ィ ル タ に 沿 っ て 駆 動 可 能 な 吸 引 ノ ズ ル と 、 前 記 吸 引 ノ ズ ル に 連 結 さ れ た 吸 引 装 置 と 、 前 記
吸 引 ノ ズ ル は 、 ノ ズ ル に 設 け た 開 口 部 と 、 前 記 開 口 部 を 覆 い つ つ 前 記 開 口 部 に 沿 っ て 駆 動
可 能 な ベ ル ト を 具 備 し 、 前 記 ベ ル ト に は 吸 引 部 と な る 吸 引 孔 が 設 け ら れ 、 前 記 ベ ル ト の 横
に ベ ル ト に 沿 っ て ブ ラ シ を 配 置 し 、 前 記 ベ ル ト を 駆 動 す る こ と で 吸 引 す る 場 所 を 可 変 す る
空 気 調 和 機 の フ ィ ル タ 装 置 に お い て 、 エ ア フ ィ ル タ を 構 成 す る 桟 を 斜 め に 配 置 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 エ ア フ ィ ル タ を 構 成 す る 縦 桟 の 太 さ を 細 く し 、 本 数 を 増 や し た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 エ ア フ ィ ル タ を 構 成 す る 桟 を 蜂 の 巣 構 造 （ ハ ニ カ ム ） と す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 エ ア フ ィ ル タ を 構 成 す る 桟 の 断 面 を 曲 面 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 エ ア フ ィ ル タ を 構 成 す る 桟 お よ び フ ィ ル タ の 材 質 を 金 属 製 と す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に つ い て 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ 、 図 ７ 、 図 ８ を
用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 、 図 1は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 空 気 調 和 機 の フ ィ ル タ 装 置 の 構 成 を 示 し た
斜 視 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 熱 交 換 器 を 通 過 す る 空 気 の 塵 埃 を 除 去 す る エ ア フ ィ ル タ は
、 フ ィ ル タ 枠 １ と 、 フ ィ ル タ 網 ２ か ら 構 成 さ れ 、 そ の エ ア フ ィ ル タ の 表 面 に 沿 っ て 移 動 可
能 な 吸 引 ノ ズ ル ３ が 設 け ら れ る （ 吸 引 ノ ズ ル ３ の 構 造 詳 細 に つ い て は 後 に 記 述 す る た め 、
こ こ で の 詳 細 記 述 は 割 愛 す る ） 。 吸 引 ノ ズ ル ３ は フ ィ ル タ 枠 の 上 下 端 に 設 置 さ れ た ガ イ ド
レ ー ル ４ に よ り 、 エ ア フ ィ ル タ と 極 め て 狭 い 間 隙 を 保 っ て 円 滑 に 左 右 に 移 動 す る こ と が で
き る 。 エ ア フ ィ ル タ 上 に 付 着 し た 塵 埃 は こ の 吸 引 ノ ズ ル ３ よ り 吸 引 さ れ る 。 さ ら に 、 吸 引
ノ ズ ル ３ に は 吸 引 ダ ク ト ５ が 連 結 さ れ 、 さ ら に 吸 引 ダ ク ト ５ は 吸 引 装 置 ６ に 連 結 さ れ る 。
吸 引 ダ ク ト ５ は 吸 引 ノ ズ ル ３ の 移 動 に 差 し 支 え な い よ う に 折 り 曲 げ 可 能 な ダ ク ト で 形 成 さ
れ る 。 さ ら に 、 吸 引 装 置 ６ に は 排 気 ダ ク ト ７ が 連 結 さ れ 、 室 外 へ 引 き 回 さ れ る 。 吸 引 ノ ズ
ル ３ に よ り 吸 引 さ れ た エ ア フ ィ ル タ の 塵 埃 は 吸 引 ダ ク ト ５ 、 吸 引 装 置 ６ 、 排 気 ダ ク ト ７ を
経 由 し て 室 外 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 図 ２ 、 図 ３ 、 を 用 い て 吸 引 ノ ズ ル ３ の 構 造 詳 細 を 説 明 す る 。 図 ２ は 、 上 記 フ ィ ル
タ 装 置 の 構 成 に お け る 、 吸 引 ノ ズ ル ３ の 構 造 を 示 し た 図 で あ り 、 吸 引 ノ ズ ル を 斜 め 上 方 向
か ら 見 た 図 で あ る 。 吸 引 ノ ズ ル ３ は 主 に 、 吸 引 し た 風 の 流 通 路 と な る ノ ズ ル ８ と 、 ノ ズ ル
８ を 囲 む よ う に 設 け ら れ た 幅 ２ ０ ｍ ｍ の ベ ル ト ９ か ら 構 成 さ れ る 。 ノ ズ ル ８ の エ ア フ ィ ル
タ 側 の 面 に は 、 ３ ２ ０ ｍ ｍ の 長 さ （ フ ィ ル タ の 縦 長 さ に 相 当 ） で 、 幅 は ３ ｍ ｍ の ス リ ッ ト
状 の ノ ズ ル 開 口 部 １ ０ が 設 け て あ る 。 一 方 、 ベ ル ト ９ は ル ー プ 状 に 形 成 さ れ 、 ノ ズ ル 開 口
部 １ ０ を 覆 う よ う に ノ ズ ル ８ の 外 周 に 巻 き 付 け ら れ る 。 ベ ル ト ９ に は 長 さ ８ ０ ｍ ｍ （ フ ィ
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ル タ の 縦 長 さ の １ ／ ４ ） で 幅 ２ ｍ ｍ の 吸 引 孔 １ １ が 設 け て あ り 、 吸 引 孔 １ １ の 位 置 は ノ ズ
ル 開 口 部 １ ０ の 真 上 に く る よ う に ベ ル ト ９ は 取 り 付 け ら れ る 。 ベ ル ト ９ の 両 端 に は 映 画 フ
ィ ル ム の よ う に 等 間 隔 の 駆 動 穴 １ ２ が 設 け ら れ て お り 、 ノ ズ ル ８ 上 に 固 定 さ れ た ス テ ッ ピ
ン グ モ ー タ １ ３ に 取 り 付 け ら れ た 歯 車 １ ４ が 、 こ の 駆 動 穴 １ ２ に か み 合 わ さ る こ と に よ っ
て ベ ル ト ９ は 上 下 方 向 の い ず れ に も 自 由 に 駆 動 で き る よ う に な っ て い る 。 図 ３ は 図 ２ に お
け る ノ ズ ル ８ と ベ ル ト ９ を 別 々 に し て 示 し た 図 で あ る 。 ま た 、 図 ５ は 吸 引 ノ ズ ル ３ の 断 面
図 で あ る 。 吸 引 ノ ズ ル ３ に お い て 、 ブ ラ シ １ ５ を ベ ル ト ９ に 沿 っ て 横 に 配 置 し て お り 、 ブ
ラ シ １ ５ は 起 毛 布 の 毛 足 の 短 い も の （ い わ ゆ る エ チ ケ ッ ト ブ ラ シ ） な ど を 用 い る の が 良 い
。 ブ ラ シ １ ５ は エ ア フ ィ ル タ 上 に 強 く 付 着 し て し ま っ て 吸 引 清 掃 だ け で は 除 去 し き れ な い
塵 埃 も 掻 き 取 る こ と で き る の で 、 こ の 効 果 を 利 用 し て よ り 高 性 能 な フ ィ ル タ 清 掃 を 行 う こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 に よ り 、 吸 引 装 置 ６ に よ っ て 吸 引 さ れ る 風 量 は 吸 引 孔 １ １ に 絞 ら れ て
集 中 す る こ と と な る の で 、 少 な い 風 量 で も 吸 引 孔 １ １ 部 分 で は 強 い 風 速 を 発 生 さ せ る こ と
が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 小 出 力 で 強 い 吸 引 力 を 発 揮 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 強 い 吸
引 力 で 吸 引 さ れ た フ ィ ル タ 上 の 塵 埃 は 、 吸 引 孔 １ １ か ら ノ ズ ル 開 口 部 １ ０ を 経 て ノ ズ ル ８
内 部 に 入 り 、 さ ら に 吸 引 ダ ク ト ５ 、 吸 引 装 置 ６ 、 排 気 ダ ク ト ７ を 経 由 し て 室 外 へ 排 出 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 上 記 構 成 の 吸 引 ノ ズ ル ３ に て エ ア フ ィ ル タ の 全 面 を 吸 引 清 掃 を
行 う の で 、 そ の 具 体 的 動 作 に つ い て 、 図 1、 図 ４ 、 図 ６ 、 図 ７ 、 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。
図 ４ は 図 1に 記 載 し た エ ア フ ィ ル タ の 清 掃 範 囲 Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ に 応 じ た 吸 引 孔 の 位 置 を 示
し た 図 （ 吸 引 ノ ズ ル を 背 面 か ら 見 た 図 ） で あ る 。 な お 、 実 際 の 吸 引 ノ ズ ル ３ は 図 １ に 示 さ
れ る よ う に 、 エ ア フ ィ ル タ に 沿 っ て 折 れ 曲 が っ た 構 造 を と る が 、 図 ４ に お い て は 見 や す く
す る た め 吸 引 ノ ズ ル ３ を 真 直 に 伸 ば し た 状 態 で 記 載 し て い る 。 ま ず 、 図 1に お け る エ ア フ
ィ ル タ の Ａ の 範 囲 を 吸 引 清 掃 す る 場 合 、 ベ ル ト ９ を 駆 動 し て 吸 引 孔 １ １ を 図 ４ の Ａ の 位 置
に 固 定 す る 。 こ の 状 態 で 吸 引 し な が ら 吸 引 ノ ズ ル ３ を エ ア フ ィ ル タ の 右 端 か ら 左 端 ま で 駆
動 す る こ と で 図 1に お け る エ ア フ ィ ル タ の Ａ の 範 囲 が 吸 引 清 掃 で き る 。 次 に 、 図 1に お け る
エ ア フ ィ ル タ の Ｂ の 範 囲 の 吸 引 清 掃 に 移 行 す る た め 、 ベ ル ト ９ を 駆 動 し て 吸 引 孔 １ １ を 図
４ の Ｂ の 位 置 に 固 定 す る 。 同 様 に 、 こ の 状 態 で 吸 引 し な が ら 吸 引 ノ ズ ル ３ を エ ア フ ィ ル タ
の 左 端 か ら 右 端 ま で 駆 動 す る こ と で 今 度 は 図 1に お け る エ ア フ ィ ル タ の Ｂ の 範 囲 が 吸 引 清
掃 で き る 。 同 様 に し て 図 1に お け る エ ア フ ィ ル タ の Ｃ 、 Ｄ の 範 囲 も 吸 引 清 掃 で き る 。 図 ６
は こ の 吸 引 清 掃 の 順 序 を 矢 印 に て 示 し た 図 で あ る が 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ １ ６ に よ り 横 ス
イ ー プ の 吸 引 動 作 を 行 う こ と で エ ア フ ィ ル タ 全 面 を 清 掃 す る こ と が で き る 。 本 実 施 の 形 態
に お け る 風 量 は 、 ノ ズ ル 開 口 部 全 域 か ら 吸 引 す る 場 合 の 必 要 動 力 と 比 較 す る と 風 量 は １ ／
４ で あ り 、 必 要 動 力 は 風 量 の ３ 乗 に 比 例 す る の で １ ／ ６ ４ ま で 低 減 で き る 。 こ の よ う に 吸
引 装 置 ６ に 必 要 と さ れ る 動 力 は 極 め て 小 さ い も の で 済 ま す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ７ に お い て ブ ラ シ １ ５ を 向 か っ て 左 に 移 動 す る 際 、 比 較 的 強 度 の 弱 い フ ィ ル タ 網 ２ の
部 分 は ブ ラ シ １ ５ の 押 し 付 け 圧 力 に よ り た わ み や す い 。 そ れ に 対 し て フ ィ ル タ 枠 １ は 比 較
的 強 度 が 強 い た め ブ ラ シ １ ５ の 押 し 付 け 圧 力 に よ り た わ み に く い 。 そ れ に よ り フ ィ ル タ 枠
１ を ブ ラ シ １ ５ が 通 過 す る 際 、 段 差 と な り ブ ラ シ １ ５ と フ ィ ル タ 枠 １ と の 間 に 抵 抗 が 生 じ
る 。 こ の 抵 抗 が 図 ６ に お け る 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ １ ６ の 負 荷 と な り 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ
１ ６ の 信 頼 性 の 低 下 を 招 い て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ８ に お い て フ ィ ル タ 枠 １ を 構 成 す る 桟 １ ａ は 斜 め ４ ５ 度 の 角 度 を つ け て 構 成 さ れ て い
る 。 こ れ に よ り ブ ラ シ １ ５ と フ ィ ル タ 枠 １ と の 接 触 面 積 を 一 定 に 保 つ 事 が で き 、 ブ ラ シ １
５ と フ ィ ル タ 枠 １ と の 間 に 抵 抗 の 変 動 を 少 な く で き る 。 従 っ て 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ １ ６ の
負 荷 変 動 を 少 な く す る こ と が で き 、 信 頼 性 の 向 上 を 図 る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に つ い て 、 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。 フ ィ ル タ 枠 １ の 強 度 を 保 っ た
ま ま 縦 桟 １ ｂ の 太 さ を 細 く し 本 数 を 増 加 さ せ る 。 こ れ に よ り ブ ラ シ １ ５ が フ ィ ル タ 枠 １ を
乗 り 上 げ る 際 の 抵 抗 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ １ ６ の 負 荷 変 動 を 少 な
く す る こ と が で き 、 信 頼 性 の 向 上 を 図 る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に つ い て 、 図 １ ０ を 用 い て 説 明 す る 。 フ ィ ル タ 枠 １ の 桟 の 構 成 を
蜂 の 巣 状 （ ハ ニ カ ム 形 状 ） 桟 １ ｃ と す る こ と に よ り フ ィ ル タ 枠 の 強 度 を 保 っ た ま ま ブ ラ シ
１ ５ と フ ィ ル タ 枠 １ の 乗 り 上 げ 抵 抗 を 一 定 に 保 つ こ と が で き 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ １ ６ の
負 荷 変 動 を 少 な く す る こ と が で き 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ 信 頼 性 の 向 上 を 図 る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に つ い て 図 １ １ を 用 い て 説 明 す る 。 フ ィ ル タ 枠 １ の 桟 の 断 面 を 四
角 形 の 形 状 に 代 わ り 曲 面 形 状 と す る 曲 面 桟 １ ｄ と す る こ と に よ り フ ィ ル タ 枠 １ の 強 度 を 保
っ た ま ま ブ ラ シ １ ５ と フ ィ ル タ 枠 １ の 乗 り 上 げ 抵 抗 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 左 右 駆 動 電
気 モ ー タ １ ６ の 負 荷 変 動 を 少 な く す る こ と が で き 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ 信 頼 性 の 向 上 を 図
る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ５ ）
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に つ い て 説 明 す る 。 フ ィ ル タ 枠 １ は 通 常 樹 脂 を 用 い て 成 形 さ れ る
が 、 フ ィ ル タ 枠 １ お よ び フ ィ ル タ 網 ２ の 材 質 を 金 属 製 と す る こ と に よ り ブ ラ シ １ ５ が か け
る 圧 力 に よ る た わ み 量 を 少 な く さ せ 、 ブ ラ シ １ ５ と フ ィ ル タ 枠 １ の 乗 り 上 げ 抵 抗 を 減 少 さ
せ る こ と が で き 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ １ ６ の 負 荷 変 動 を 少 な く す る こ と が で き 、 左 右 駆 動
電 気 モ ー タ 信 頼 性 の 向 上 を 図 る 事 が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 空 気 調 和 機 の フ ィ ル タ 装 置 は 、 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 す
る 塵 埃 を 吸 引 ノ ズ ル に よ る 吸 引 お よ び ブ ラ シ に よ っ て 自 動 清 掃 す る 機 能 を 有 す る 空 気 調 和
機 に お い て 、 フ ィ ル タ 枠 の 桟 を 斜 め に 配 置 す る こ と に よ り ブ ラ シ と フ ィ ル タ 枠 の 抵 抗 を 減
少 さ せ る こ と が で き 、 左 右 駆 動 電 気 モ ー タ の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 と な る の で 、 種
々 の 空 気 調 和 機 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 空 気 調 和 機 の フ ィ ル タ 装 置 の 構 成 を 示 す 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 吸 引 ノ ズ ル の 構 造 を 示 し た 斜 視 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 1に お け る 吸 引 ノ ズ ル の 構 造 を ノ ズ ル と ベ ル ト を 別 々 に し て
示 し た 分 解 斜 視 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 1に お け る エ ア フ ィ ル タ ー の 清 掃 範 囲 に 応 じ た 吸 引 孔 の 位 置
を 示 し た 模 式 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 1に お け る 吸 引 ノ ズ ル を 示 す 断 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 吸 引 清 掃 順 序 を 示 し た 模 式 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 1に お け る 吸 引 ノ ズ ル を 示 す 断 面 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る エ ア フ ィ ル タ の 構 成 と 吸 引 清 掃 を 示 す 模 式 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る エ ア フ ィ ル タ の 構 成 と 吸 引 清 掃 を 示 す 模 式 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る エ ア フ ィ ル タ の 構 成 と 吸 引 清 掃 を 示 す 模 式 図
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 吸 引 ノ ズ ル お よ び エ ア フ ィ ル タ を 示 す 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ 　 フ ィ ル タ 枠
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　 １ ａ 　 桟
　 １ ｂ 　 縦 桟
　 １ ｃ 　 蜂 の 巣 状 桟
　 ２ 　 フ ィ ル タ 網
　 ３ 　 吸 引 ノ ズ ル
　 ４ 　 ガ イ ド レ ー ル
　 ５ 　 吸 引 ダ ク ト
　 ６ 　 吸 引 装 置
　 ７ 　 排 気 ダ ク ト
　 ８ 　 ノ ズ ル
　 ９ 　 ベ ル ト
　 １ ０ 　 ノ ズ ル 開 口 部
　 １ １ 　 吸 引 孔
　 １ ２ 　 駆 動 穴
　 １ ３ 　 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ
　 １ ４ 　 歯 車
　 １ ５ 　 ブ ラ シ
　 １ ６ 　 左 右 駆 動 用 電 気 モ ー タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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